
　税関では戦後、海外から引き揚げて来られた方々か

らお預かりしました、約87万件の下記のような未返還

の保管証券類をお返ししています。

　返還のご請求はご本人だけでなくご家族の方々でも

構いません。「もしかしたら家にも…」とお気付きの方

は、気軽に最寄りの税関までお問い合わせください。

①終戦後、海外から引き揚げて来られた方々が、上陸

地の税関・海運局に預けられた通貨・証券。

②帰国前に樺太（真岡・大泊・豊栄。留多加など）、

満州（瀋陽・吉林・撫順・鞍山など）にあった在外

公館、日本自治会に預けられた通貨・証券等のうち

日本に返還されたもの。

【保管証券類とは…】

　税関が保管している通貨・証券類には、携帯輸入が

禁止された一定額を超えたものについて上陸港で引揚

者から税関が預かった「上陸港扱いの保管物件」。

　外地からの引き揚げの際、在外公館又は日本人自治

会へ寄託され、最終的に税関に移管された「外地扱い

の保管物件」があります。

◎問い合わせ先

　函館税関監視部統括監視官部門 緯0138－40－4244

　函館税関札幌税関支署留萌出張所 緯42－0467

　弊社で販売致しましたスチーム式加湿器につきまし

て、発煙・発火にいたる恐れがあることから、平成５

年より２機種（ＫＳ－31Ｗ、ＫＳ－32Ｇ）、平成11年よ

り２機種（ＫＳ－500Ｈ、ＫＳ－300Ｗ）のリコールを

させていただき回収作業を行ってまいりましたが、平

成25年２月に、当該製品にかかる重大製品事故が発生

しました。

　今でも押入れ・物置・倉庫などで見つかっておりま

す。誠にお手数ですが、対象製品にお心当たりがござ

いましたら、下記のフリーダイヤル（無料）までご連

絡くださいますよう、お願い申し上げます。

　リコール対象製品のお引き取りの際は、１台あたり

5，000円をお支払いいたします。

　ご迷惑とご心配をおかけしております。

　謹んで深くお詫び申し上げます

◎回収専用フリーダイヤル

　ＴＤＫ株式会社【加湿器お客様係】

　緯 0120－604－777

　受付時間　9：00～19：00（土日祝日も含む）

　※インターネットでもご案内しております

　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｄｋ．ｃｏ．ｊｐ/

　建退協制度は、中小企業退職金共済法に基づき建設

現場労働者の福祉の増進と建設業を営む中小企業の振

興を目的として設立された退職金制度です。

　この制度は、事業主の方々が、労働者の働いた日数

に応じて掛金となる共済証紙を共済手帳に貼り、その

労働者が建設業界で働くことをやめたときに建退協か

ら退職金を支払うという、いわば業界全体での退職金

制度です。

　加入できる事業主：建設業を営む方

　対象となる労働者：建設業の現場で働く方

　掛金：日額 310円

★特徴

　◎国の制度なので安全、確実、申し込み手続は簡単

です。

　◎経営事項審査で加点評価の対象となります。

　◎掛金の一部を国が助成します。

　◎掛金は事業主負担となりますが、法人は損金、個

人では必要経費として扱われ、税法上全額非課税

となります。

　◎事業主が変わっても退職金は企業間を通算して計

算されます。

◆建退共制度の特例措置のお知らせ◆

建退共では、地震等により災害救助法が適用された

皆様に対し、各種手続きの特例措置を実施しており

ます。

★建退共から事業主の皆様へのお願い

　・共済証紙は、労働者の就労日数に応じて適正に貼

付して下さい。

　・「建設業退職金共済手帳」を所持している労働者が、

建設業界を引退するときは、忘れずに退職金を請

求するよう指導して下さい。

　ホームページ「建退共」に、制度説明用動画、Ｑ＆

Ａなど建退共制度の知りたい情報が記載されています。

　ぜひ、アクセスしてご覧ください！

◎問い合わせ先

　建設共北海道支部　　緯 011－261－6186
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ＴＤＫからの重要なお願いです
加湿器の回収にご協力ください

知っていますか？建退共制度 戦後海外から引き揚げて来られた方々へ


